
 

 

 

１、実践の目的 
 本校の学校課題の１つである生徒の「学力向上」

を図るために、教師の授業改善、授業力向上を目

指して校内研究に取り組んできた。学習指導要領

で示されている「主体的･対話的で深い学び」の「深

い学び」の実現に向けて掲げたのが「つなぐ・つな

がる」というテーマである。各教科の授業で生徒

に習得させる知識や技能が、既得の知識･技能、他

の教科の授業内容、さらにはさまざまな生活場面

と「つながる」体験ができた時が「深い学び」の入

り口となる。そのために５つの「つなぐ」ポイント

を意識した授業づくりに向けて研究を進めてきた。                  

１．生徒の知識がつながる授業        

２．授業の中で生徒同士がつながっていく授業

３．授業と評価をつなげていく授業 

４．授業と家庭学習をつなげる授業 

５．学年・校種・教科間をつなげていく授業 

 
２、実践の内容 
年間３回の学期ごとに研究授業の機会を設け、

その都度事前研究、提案授業・授業参観、事後研究

を重ねてきた。 

第１回…３年生（社会科、保健体育科、技術科） 

第２回…２年生（英語科、数学科） 

第３回…１年生（理科、社会科） 

 

（１）事前研究 

 研究授業の担当者を中心に研究グループをつく

り、教科を超えて共に学習指導案検討をしながら

授業づくりをしていくことで研究テーマに迫る授

業を追究していった。                          

 

 

 

（２）提案授業・授業参観 

 各グループごとに授業を参観し、授業の進め方、

生徒の学習活動の様子から自己の担当教科の授業

に活かせることや工夫・改善の余地などを見つけ

ていった。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事後研究 

 ①生徒インタビュー 

研究授業当日の授業後に、授業に参加した生徒

数名を含めて授業を振り返る機会を設けた。生徒

が授業の中で「わかったこと」「わからなかったこ

と」「できたこと」「できなかったこと」など正直な

感想や意見をインタビュー形式で聞き取っていっ

た。 
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②研究協議 

研究授業に対して、生徒インタビューで得られ

た感想や意見も含めて振り返り、自分の授業にも

取り入れたい工夫や反省点、改善点を出し合いな

がら「つなぐ・つながる」授業づくりを追究してい

った。集まった意見は掲示してグループを越えた

えて共有できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全体会 

５つの研究テーマのポイントに関わる授業づく

りや評価の悩みを出し合い、講師としてお招きし

た横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校の先生方

にも参加していただき、座談会形式で協議をして

いった。                                                          

                                       

                                   

                        

                        

                        

                       

                     

             

 

④指導・講評 

横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校の先生よ

り、研究テーマのポイントの１つである「評価と

つながる授業」について指導・講評をしていただ

いた。特に「主体的に学習に取り組む態度」の評価

と授業とのつながりについて、授業づくりの考え

方や実践例を紹介していただきながら、本校の研

究や授業実践について助言していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

３、実践の成果 
事前研究では、教科を越えてグループによる学

習指導案検討を行いながら授業づくりをしていく

ことで、さまざまな視点や考えを持つことができ

た。当日の授業参観と事後研究では、授業での教

師の指導と生徒の学習成果のつながりを実感する

ことができた。研究協議では自己の授業にあては

めた工夫や改善点を考えるきっかけとすることが

でき、講師の先生の指導・講評・助言と合わせて授

業力向上につなげられた。また、より良い授業の

手立てとして、積極的に ICT の活用を推進するこ

とにもつなげられた。 

 

４、今後の展開 
（１）「つなぐ・つながる」授業実践の継続 

各教科の中で「知識がつながる」ことや「生徒同

士がつながる」授業実践から、さらに「教科間をつ

なげていく」こと、「家庭学習とつなげる授業」の

研究を進めて「主体的・対話的で深い学び」に生徒

を導き、学力向上につなげていく。 

（２）「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準

づくり 

 研究授業の機会だけでなく、教科を越えた授業

参観や授業づくりについての意見交換をさらに進

めていくことで、本校の生徒の実態に即した評価

規準を見つけ、作っていく。 

 生徒が、学んで得た知識や技能を自分なりの表

現で活用することができ、「役に立った」という実

感をたくさん味わわせたい。そこから学ぶことの

意欲、さらには学力向上につなげられるよう研究

を重ねていきたい。 


